
 

 

 

 

 

■はじめに 

令和５年度の申請受付は 12 月末で終了しましたが、今年も 12 月に申請が集中し

たため、ぎふ清流GAP推進センターは、年頭から東奔西走の毎日です。 

忙しい時こそ気をつけたいのが、健康管理です。作業者の健康管理のため、定期的

に健康診断を受ける、受けさせることも GAPの管理項目の 1つです。 

 

■トピックス  

アクティブGにおいてぎふ清流GAP農産物フェアを開催中です！ 

期 間 ：令和６年１月８日（月曜日・祝日）から１月 31日（水曜日） 

場 所 ：アクティブＧ２階にある飲食店 9店舗（岐阜市橋本町１丁目１０－１） 

食 材 ：こまつな、トマト、ミニトマト、だいこん、フリルレタス、しいたけ、いちご 

詳 細 ：岐阜県農産園芸課ホームページ「新着情報」から検索できます。 

 
 

■ＧＡＰでの重要な視点（農場経営管理） 

⚫ 事故や怪我に備え、応急処置訓練を受けた人が 1名以上常駐していますか？ 

⚫ いざという時のために応急手処置の知識と技術を身につけておくことが大切です。 

⚫ 応急処置に関する講習は、消防署や自治体等のホームページで紹介されています。 

⚫ また、総務省消防庁のホームページで応急手当 WEB 講習なども紹介されていま

すので、参考にしてください。 

 

<事例紹介> 

 

 

 

 

 

 

 
いつでも使用できるように、作業場に救急

箱を備えている事例です。 

緊急時の連絡先や手順書は、作業場の見

やすい場所に掲示している事例です。 



●農場評価について、多く寄せられる質問をご紹介します。 

Q1 評価時間はどれくらいかかりますか？ 

A1 

評価時間は、約４～5時間かかります。 

⚫ 10時に開始した場合、終了は 15時頃となります。（昼休憩 1時間） 

⚫ 確認する施設の数、移動時間等により、終了時間は変わります。 

Q2 評価する場所はどうしたらよいですか？ 

A2 
屋内で書類が確認できる場所（机、椅子）を準備してください。 

⚫ 書類が広げられない状況では、書類の内容確認に時間がかかります。 

Q3 評価の時は、誰がいればいいですか？ 

A3 
農場の管理状況について説明できる人が、評価の対応をお願いします。 

⚫ 農場で作業する人全員が揃っている必要はありません。 

Q4 評価員は何人来ますか？ 

A4 
評価員は原則 2名で伺います。 

⚫ 日頃指導にあたる普及指導員等がいる場合、立会いをお願いします。 

Q5 書類、帳票類は、どこまで準備すれば良いですか？ 

A5 

関連する書類はすべて評価を受ける場所に準備してください。 

⚫ 「自宅にあり、ここにはない」など書類の確認ができない場合、評価に反映す

ることができません。 

⚫ パソコン等にデータを保存し、評価場所への持ち運びが不可能な場合は、一

部印刷、写真等で確認できるように準備お願いします。 

Q６ 現地確認は何を見ますか？ 

A6 

評価に必要な農場管理に関わる部分を確認します。 

⚫ 農場の管理状況やリスク評価の結果などを考慮し、評価当日に確認させて頂

く場所を説明しますので、案内をお願いします。 

⚫ 必ずしも全ての施設、圃場を確認するわけではありません。 

<現場確認例> 

ほ場、農産物調製施設、倉庫（肥料、農薬、燃料、資材、農業機械等）、廃棄物保管

場所、残さ・廃液の処理場所、農薬調製場所、水源、休憩場所、トイレ、手洗い場など 

 

 

 


